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一般演題　D 測定法C（in　vitroイムノアッセイ）

164．Radioassayの測定方法の自動化について

　　　第ll報　Systemの検討と実際の使用例につ

　　　　　　　いて

165．ハプテンを利用する抗体の作製と

　　　radioimmunoassayへの応用
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　〔研究目的〕In　vitro検査としてのradioassayは，

検査項目と検体の増加が著しく，その対策としての測定

の自動化が必要となって来た．

　Minicomputer　systemを用いた方法につき報告を行

なって来たが，今回は計数および計数処理の自動化が殆

んど完全に行なえるsystemを開発したので報告する．

　〔研究方法〕第46回日本内分泌学会ワークショップ

「Competitive　radioassay」で報告した装置により，オ

ー トウェル　シンチレイション測定器より，紙テープ

パンチャを介して，計算機にデーターを入力し，殆んど

人手を要さずに試料濃度を表示した．

　検査対象とした項目は，現在キット化し，市販され

ているものを用いた．すなわちT3，　T4，　LH，　FSH，

Insulin，　TSH，　Gastrin，　Angiotensin　I，　Angiotensin

II，α・Fetoprotein，　Growth　H，等であった．

　使用したプログラムは，逆数変換，または，10git変

換後多項式による高次式で，最小自乗法による近似を用

い標準曲線を求め，その係数で試料の濃度を計算した．

　〔実験結果〕　①従来の手作業にょる計算時間が，　T3，

30分，T4，40分，　Insulin，1時間，　FSH，　L且等では3

～4時間を要したのが，1分以内で計算出来た．

　②手計算による計算誤差が，2～3％出たのが，殆ん

どなくなった．

　③生のデーターが保存出来，統計等の計算に再利用出

来る．
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　vasopressin（V），　triiodothyronine（T3），　angiotensin

I（A・1）とII（A・II），およびステロイドなどは分子量

が小さく，これをそのまま動物に投与しても抗体を作製

し難い．それ故，これらの物質をハプテンとして高分子

化合物と結合させることにより抗体の作製を試みた．

　〔方法〕V，T3　A・1およびA－II抗体はcarbOdii・

mide法によるブタ・グロブリンとの結合物，または

poly－1－Lysineとの結合物を，アルドステロン（Ald）抗

体はcarbodiimide法またはchlorocarbonate法による

ブタ・グロブリンとの結合物を，ウサギまたはモルモッ

トに投与して作製し，抗体の産生能，および抗体と他の

生体内物質との交叉免疫性をradioimmunoassayによ

り比較した．抗Ald血清につv・ては，　Haning，　Nugent

およびMigeonより供与された三種の抗体との比較も

行なった．

　〔結果〕V，T3，　A・1，　A－IIはいずれもpoly－1・Lysine

よりもブタ・グロブリンとの結合物を動物に投与した場

合に抗体の産生が速かであり，通常3ケ月以内にra・

dioimmunoassayに使用しうる抗体を作製出来た．抗体

と他の生体内polypeptideとの間にはこれらのpoly－

peptideのO．　1％o以下の交叉免疫性を示したにすぎなか

った．しかし抗A－1血清はhistidyl－Leucineとの間に

2．3％の交叉反応性を有し，A－IIおよびその崩壊産物と

の間にはわずか0．1％の交叉免疫性がみられたにすぎな

かった．抗Ald血清はわれわれのものは80万倍，

Haningは100万倍，　Nugentは12，　OOO倍，　Migeonは

150倍稀釈でradioimmunoassayに使用可能であった．

hydrocortisoneに対する交叉反応性は，われわれと

Haningの抗体は約O．　5％，　NugentとMigeonの抗体

は1．0～3．O％の交叉反応性を示した．またこれらの抗体

の活性はいずれも血漿内の蛋白によって干渉されるの

で，血漿中含量をradioimmunoassayによって測定す

るのには，煮沸による除蛋白または抽出操作を必要とし

た．

　〔結論〕本法により　radioimmunoassayに使用しう

る抗体を作製出来ることを明らかにした．
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